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( 国際会議報告)

中 国 で開催 さ れ た 「国際カ ン キ ツ ウイ ルス学者研究集会」 に 参加 し て

し お
農林水産省果樹試験場 口 之津支場 塩

は じ め に

カ ン キ ツ は世界的 な広が り を持つ農産物であ る が， 一

年生作物 と は 異 な り ， 専 ら 栄養系個体の穂木お よ び苗木

に よ っ て移動 し た た め ， こ れ に伴 っ て ウ イ ル ス 病 を含む

接 ぎ木伝染性病害 も ま た ， 世界中 に 拡散す る こ と と な っ

た 。 そ こ で， 世界で共通 し て発生す る 接 ぎ木伝染性病害
に 関す る 研究の成果 を病害対策 に 資 す る こ と を 目 的 と し
て ， 1957 年， カ リ フ ォ ル ニ ア 大学の J. M. W ALLACE 博士

の提唱 に よ り ， International Organization of Citrus 

Virologists ( カ ン キ ツ ウ イ ル ス 研究者国際組織， IOCV 

と 略す ) が設立 さ れた 。 IOCV は， 3 年 ご と に 国 際会議
を 開催す る と と も に ， ワ ー ク シ ョ ッ プの 開催お よ び会報
の発行 を通 じ て ， カ ン キ ツ の接 ぎ木伝染性病警 に 関す る
知識お よ び防除技術の普及 を精力 的 に 展開 し て い る 。

1995 年 11 月 17 日 か ら 7 日 間， IOCV は 中 華人 民 共
和国福建省福州市 に お い て 13 回 目 と な る 国際 カ ン キ ツ

ウ イ ル ス 学者研究集会 を 開催 し た 。 中国大陸 に お け る カ
ン キ ツ 生産 は 1980 年代 よ り 劇 的 に 増加 し， 1993 年 に は

133 万 ha の栽培面積 に 達 し た 。 カ ン キ ツ 生産が重要 に

な る に し た が い ウ イ ル ス 病 に対す る 認識 も 高 ま り ， 1986 

年 よ り 福建省 と 四川省で ウ イ ル ス 無毒化計画が実施 さ れ

て い る 。 今後， ま す ま す カ ン キ ツ ウ イ ル ス 研究が盛ん に
な っ て い く 中 国 で開催 さ れ た 本集会 に は 20 か 国 よ り 約

100 名 が参加 し ， 最新の研究成果の発表 と 活発な討議が
な さ れた 。 本稿では， 集会の模様 と 主 な研究成果等 に つ
い て 紹介す る 。

I カ ン キ ッ ト リ ス テ ザ ウ イ ル ス

わ が 国 で は カ ン キ ッ ト リ ス テ ザ ウ イ ル ス (CTV) に

耐病性の カ ラ タ チ 台 ウ ン シ ュ ウ ミ カ ン が主力品種であ っ

た た め 本 ウ イ ル ス に 対す る 警戒が弱 く ， 汚染 が広が っ
た 。 し か し ， 最近， ウ ン シ ュ ウ ミ カ ン か ら CTV 種病性
の 中晩生 カ ン キ ツ への転換が活発 に な る に伴い， 本 ウ イ
ル ス に よ る ス テ ム ピ ッ テ ィ ン グ病が問題 と な り つ つ あ
る 。 一方， 諸外国 の 多 く で は， CTV 擢病性 の カ ン キ ツ

が主力品種であ る た め ， す で に 本 ウ イ ル ス が カ ン キ ツ 栽
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培 に お け る 最大 の脅威の一つ であ っ た 。 さ ら に ， 近年，

CTV が存在 し て い な か っ た 北米大陸 に 媒介昆 虫 の ミ カ

ン ク ロ ア ブ ラ ム シ が侵入す る な ど， 本 ウ イ ノレ ス の拡散 に

対す る 警戒が強 ま っ て い る 。 し た が っ て ， 当集会 に お い

て も CTV に 関 す る 発表 が 多 く ， 全発表課題 の う ち 約
40% を 占 め た 。

CTV に は 従来 よ り 様々 な 系 統 の 存在が知 ら れ て い る
が， 近年の分子生物学の進歩 に よ り ， こ れ ら 系統の違い

を分子 レベル で解析す る こ と が可能 と な っ た 。 本集会で

も ， 本 ウ イ ル ス の外被 タ ン パ ク 質遺伝子 を解析 し た り ，

RFLP 法， RAPD 法， ま た ， モ ノ ク ロ ー ナ ル抗体利 用

の ELISA 法 を 用 い て 強毒 と 弱毒系統 を 識別 す る 技術 に

関す る 報告があ っ た 。 し か し ， 何が病原カ を 決定す る の

か い ま だ 明 ら か に な っ て い な い現時点 で は， 以 上 の 識
別 ・ 検出法がす べ て の強毒お よ び弱毒系統 に 適用 可能か

ど う か不明で， さ ら に 検討 を 要す る と 思わ れ る 。 な お ，

本 ウ イ ル ス の干渉作用 な ど の 生物的特性 に 関連 し て ， 近

年， CTV 感染樹か ら CTV 粒子 と と も に 検 出 さ れ る ウ

イ ル ス ゲ ノ ム の 一 部 分 が 欠 損 し た 不 完 全 な (defec.

tive) RNA が注 目 を 集 め て い る 。 本 集 会 で も ， 新 た に

確認 さ れた defective RNA に つ い て の 報告 が あ り ， 今

後の研究の進展が期待 さ れ る 。

E そ の他の ウ イ ル ス病

そ の他の ウ イ ル ス 病 に は， 温州、|萎縮病 を は じ め と し て

い く つ か の 重要病害が存在 す る が， な か で も 樹皮 に 亀

裂， 剥皮 を生 じ さ せ， 枯死 さ せ る 極 め て 重大 な病害 で あ

る ソ ロ ー シ ス に つ い て興味深い報告がな さ れた 。 本病 は

病原体が特定 さ れて い な か っ た が， 近年， 本病 に 随伴 し

発病 に 関与す る と 思 わ れ る ウ イ ル ス (CPsAV) が擢病

樹 よ り 検 出 さ れ， カ ン キ ツ リ ン グ ス ポ ッ ト ウ イ ル ス
(CRSV) に 極 め て 近縁の ウ イ ル ス で あ る こ と が示唆 さ

れ た 。 そ こ で， ア ル ゼ ン チ ン の グ持 ル ー プ は CRSV 感染

樹組織で ウ イ ル ス に 随伴 し て検出 さ れ る RNA を 利 用 し

て RT-PCR を行い， こ れ に よ り CPsAV を 検 出 す る 方

法 を考案 し て 報告 し た 。 本病感染 の 有無の判定 は 生物検

定 に よ る し か な し 長期間 を 要 し た が， 今後， 本法 の信
頼性が確立す る と ， ソ ロ ー シ ス の 防除 に 飛躍的 な進歩が
期待 さ れ る 。 ま た ， イ タ リ ア と ア ル ゼ ン チ ン の グ ルー プ

は， リ ン グ ス ポ ッ ト ・ ソ ロ ー シ ス に感染 し た 植物か ら 電
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顕観察により， 数本の糸が複雑によ れた構造を持つ 最大
2 ， 500 nm の長さの粒子を観察した。 彼ら は こ れを数本
の l 本鎖 RNAによ って構成さ れ る 新たなウイルス と し
てOphiovirus と 命名する こ と を提唱した。

田 新 た に報告 さ れ た ウ イ ル ス ・ ウ イ ル ス

様病害

本集会で新たに報告されたウイルス 病 と して， インド
から ， カンキツの葉にモ ザイ ク 症状を示す接 ぎ木伝染性
の 病害があった。 本 病につ いて電顕観察な どの結果 ， 典
型的な badnavirus の関与が示唆さ れた。 ま た， イ タ リ
アから は糸状ウイルス関与が疑われ る レ モ ンの葉脈透過
症状が報告さ れた。 さ ら に， コナ ジ ラ ミ 伝搬性のカンキ
ツ 病害が ト ルコの 地中海沿岸 地方において発生したこ と
が報告さ れた。 擢 病する と ， 若葉にV 字型の切れ込み
と え死斑点が， ま た， 成葉に反り， しわおよびまだら の退
緑が生 じ る 。 本 病 は ， コナ ジラ ミ により伝搬さ れ る こ と
は確認さ れたが， 病原体につ いては 全く不明であった。

lV 原核生物 に よ る 接 ぎ木 ・ 虫媒伝染病

難培養性原核生物によ る 病害の う ち ， 最近， 研究が大
き く 進 展 したも ののひ と つ が グ リーニン グ 病であ る 。 グ
リーニング 病は中国南部を含む東南 ・ 南ア ジアおよびア
フ リカ南部で重大な被害を与 えてい る 病害で， わが 国で
も 特に南西諸島への侵入が警戒さ れてい る 。 病原体は師
部局在性の難培養性原核生物であ る が， そ の生物学的性
質によりそ れぞれア ジア型 と ア フ リカ型の 2 種類に分類
されてい る 。

本 病の検定 は こ れ ま で， 病原体が培養で き ず， しか
も ， 権 病樹組織を電顕観察し で も 病原体を確認する こ と
が困難であったため， 専ら 生物検定によ って行 われてき
た。 しかし， 1994 年 にJAGOUEIX ら は， 病原体の 16 S リ
ボ ゾーム RNA遺伝子 ( 16 S rDNA) に特異的なプライ
マー を構築し， PCR を行 う こ と によ っ て本 病原体を特
異的に検出する 方法を開発した。 本集会では 同 クゃループ

によ ってPCR 法および 16 S rDNAを用 いたハ イ プ リ
ダイゼー シ ョ ンを利用 して本 病原体の二つの 病原型を識
別する 方法が発表された。

なお， グ リー ニ ン グ 病の 病原につ いて， フ ランスの
BOVE ら は 二 つ の 病 原 型 ご と にそ れ ぞ れ Libembact01'
aszaftcmn と L. af1icanmn の学名 を与 え る こ と を提 唱
してい る 。

V ウ イ ロ イ ド

最近， ウイ ロ イド研究の進歩に伴い， カンキツに感染
する ウイ ロ イドの種類や生物的特性が明ら かになりつ つ
あ る 。 ま た， こ れ まで 病原が同定されていなかった病害
につ いても ウイ ロ イ ド の関与が疑われ， 本集会で も ， カ
ンキツ樹皮下に樹脂のた ま ったく ぼみ を生 じ る |障害につ
いて， ウイ ロ イド関与の有無を調べた結果 が報告された。

ま た， ウイ ロ イドを樹のわい化に利用する 試 み がイ タ
リアのグループにより発表さ れたが， こ れに対 し， ウイ
ロ イドの特性がい まだすべて解明さ れていない時点での
実用化 は拙速であ る ， と の意見が多く 出 さ れた。

カンキツウイ ロ イドは ， 一 つ の グループ内で多数の変
異を有し， わずかの寝基の違 いで 病原性が大 き く 変化す
る こ と が知ら れてい る 。 したがって， ウイ ロ イドの 病原

性の解明， ま た， そ の利 用 は分子生物学的手法を用 いた
研究を実施した上で追求する 必要があ る 。

VI そ の 他

ベ ト ナムのメ コンデル タ ， ネパール， フ ィ リ ピ ンおよ
びポ リネシアにおけ る ウイルス ・ ウイjレス様 病害の探索
の報告 と ウイ jレス無毒化技術の改良および無毒化事業に
関する 報告があった。 ま た， タ イにおけ る グ リー ニ ン グ
病がカンキツ栽培の経済性に与 え る 影響を試算し， 本 病

隈 病樹では植栽後 5� 8 年の 3 年間 しか十分な生産が上
げら れない のに対 し， 11!� 病樹では 12 年間経済的な栽培
が可能 と の発表が あ っ た。

お わ り に

近年の分子生物学の進歩 は ， 果樹におけ る 接 ぎ木 ・ 虫
媒伝染性 病害の研究にも 多大な影響を与 え ， 病原体を分
子 レベルで研究する こ と が可能 と なった。 そ の結果 ， 従
来 と 比較して病原体の特性解明， 分類が飛躍的に進 展す
る と と も に， 樹体から の 病原体検 出 が極めて容易になり

つ つ あ る 。 本集会では， 分子生物学的手法を用 いてさら
に研究の進 展 が加速し， こ れ ま で 病原が同定さ れていな
かった 病 害 につ いての 病 原 体 解 明 へ の 試 み， ま た，
CTV におけ る 生態学的研究， さ ら には 干渉効果 の機作
解明につなが る 可能性のあ る 研究につ いても 報告がなさ
れた。 今後， ますます研究が進 展 し， 効果 的な 病害 防除
法の碓立が期待さ れ る 。
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